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参加者の主なご意見 

関係団体ヒアリング 高齢者福祉（報告） 

 

１ 日 時 令和元年 8 月 6 日（火） 15：00～16：25 

２ 場 所 社会福祉協議会 4 階 会議室 

３ 団体名 長崎市老人福祉施設協議会 

４ 参加者 長崎市老人福祉施設協議会役員 8 名 

関係所属 高齢者すこやか支援課、福祉総務課、介護保険課、 

地域包括ケアシステム推進室 7 名 

   合計 15 名 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✿10年前から良くなったこと✿ 

 認知症への理解が深まった。 

 介護を受ける人にとって、福祉が充実してきた（サービスの質と種類）。 

 行政のやり取りが丁寧になった。 

 市が実施する事業所に対し実施する実地（定期）監査の中で福祉についての対話がしやすくな

り、よりよい事業運営に向けていくという姿勢が感じられるようになった（昔は悪い所の指摘ばか

り）。 

 実地（定期）監査についての書類の提出も簡素化されてきた。 

 緊急時の受け入れ対応が出来る施設整備が進んできた。 

 まずは「地域包括支援センターに相談する」という体制が整ってきた。 

 医療と介護・福祉関係者の連携が取りやすくなった。 

 ターミナルケア（終末期に延命よりも精神的な平穏や残された生活を充実させるケア）施設が

増えた。 

 介護の現場の専門性が上がった。 
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 補助金等の資金の使い道が柔軟になった。 

✿10年前から悪くなったこと・最近困っていること✿ 

 人材不足。新人職員が増えない。→人手が足りないので研修も実施できない。 

 給料が安い等介護職に対するマイナスイメージが進んだ。 

 専門学校等教育機関で介護を学ぶ学生が減った。 

 簡単なことしかできず、利用者に対して深いフォローが出来ないなど人材の質が低下している職

員が増えた。→相談業務をきちんとするための教育が難しい。 

 配食サービス（ひとり暮らし等の調理が困難な高齢者のかたに食事の配達を行い、食事の確保

と安否確認を行うもの）をより利用しやすい制度にしてほしい。 

 事業主に支払う介護報酬の基準額の減が大きい。 

 本当の意味での在宅、家で暮らしていくためのサービスが不足している。 

 介護の質やイメージを悪くする事業所が増えてきた。 

 介護学生が減った。 

 施設内での虐待の問題が世の中で増えて、職員を疑ってないといけなくなった。 

 施設に入所してもすぐに退所する人が多い（病院へ入院するなどして）。 

 引きこもりのお年寄りが増えてきて、関わり方が難しい。 

 在宅で高齢の親の収入を当てにして、生活している子どもがいる。親が亡くなったらそういう人た

ちは自立できない。 

 

✿これから 10年間、市にして欲しいこと✿ 

 福祉のイメージアップの取組みをしてほしい（今後も進む高齢化社会には福祉は絶対に必要。

長崎は福祉というイメージを作っていって、人を呼び込んでほしい）。 

 福祉関係の教育機関への支援をしてほしい。 

 特定医療行為（喀痰吸引等）について業務が忙しく講習を受講できずに人材が増えていかない

ので、対策をとってほしい。 

 2019 年度の介護報酬改定において創設された介護職員等特定処遇改善加算の事業主から

の届け出 100％を目指してほしい。 

 事業所内保育所を支援する制度を作ってほしい。 

 人口減少の対策を市全体で取組んで欲しい。外国人の力も借りる。 

 ペーパーレス、ＩＣＴ化を進めて業務の効率化に努めて欲しい。 

 自主的に集う場、毎日地域の居場所がある環境を作ってほしい（居場所がないから認知症にな

る）。 

 出来るだけ介護制度を使わず働き続けられるような環境づくりをしてほしい。 

 義務を果たさず権利ばかり主張する職員がいるため、逆のイメージで広報してほしい（やるから

楽しい。やるから権利。）。 

 人口減少対策として長崎に居ても生活が出来るという事を伝えられるような取組みをしてイメー

ジ回復をしてほしい。 

 子育てに対する教育の充実。子育てをする親も含めて教育を行う必要がある（こどもは親が言う
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ことが全て）。 

✿これから 10年間自分たちでしたいこと✿ 

 介護に携わってきた経験を基に教育に関わっていきたい。自身の介護の経験を話す場があれ

ばと思う。 

 次世代に向けた高齢者福祉への理解を得るため、引き続き福祉キャンプを実施し、若年層へ

の介護の仕事への魅力を発信したい（福祉キャンプ（長崎市地域福祉の森）：小学生を対象と

した福祉サマーキャンプ）。 

 都会の生活にあこがれる長崎県内の離島等に住む若者を対象に、長崎市内の福祉施設で介

護職員として一定期間従事してもらい将来地元（地域）に戻って専門性のある福祉従事者とし

て活躍していただけるよう支援したい。 

 長崎市内には通常規模（50 床以上）の施設があり、介護技術・組織・地域貢献等を学ぶことが

でき、福祉を学ぶ専門性のある教育機関が充実しているため、若者の人材育成を行っていきた

い。 

 様々な世代で福祉従事者として活躍いただける場を提供するため、業務の切り分けを行う。 

 利用者の安全面や従事者の負担軽減をめざし、IOT・ICT 等を活用した専門性のある介護サー

ビスを提供したい。 

 介護サービスに使用しない時間帯に、福祉施設の浴室等を地域に開放し地域の高齢者等の

拠り所としての機能を発揮したい。 

 専門性のある介護サービスの取組みについて、理解（取組みの見える化）を深めていただくため

にも、市民に向けて発信できる機会を設ける。 


